
市長提出議案／諮問４０件

請願・陳情　　　　　３件

議員提出議案　　　１３件

※賛否・詳細は６頁を参照

佐倉市議会は、２月 25 日から３月 25
日までの 29 日間にわたり、令和 7 年
２月定例会を開催しました。今定例会
では、市長から「令和 7 年度佐倉市一
般会計予算」など議案 39 件と諮問１件
が提出され、審議の結果、可決・承認・
同意しました。請願・陳情については「選
択的夫婦別姓制度の導入に反対する等

の意見書の提出を求める請願」など３
件、議員提出議案は「佐倉市議会個人
情報保護条例の一部を改正する条例の
制定について」など 13 件がそれぞれ提
出され、審議しました。また、一般質
問には、各会派の代表質問に 6 人、個
人質問に７人が登壇し、市政について
広範囲の質問を行いました。

今定例会では、令和７年度当初予算９
議案を審査するため予算審査特別委員
会を設置し、3 月 17 日から 19 日及び
21 日の４日間、担当部課長などからの

説明と質疑により詳細把握に努め、慎
重に審査しました。定例会最終日には、
岡村芳樹委員長から審査結果の報告と
次の５点について要望しました。

Cグループ

令 和 7 年 度 一 般 会 計 予 算

過 去 最 大 の 5 8 9 億 6 2 0 0 万 円

令 和 ７ 年 度

当 初 予 算 ９ 議 案 を 可 決

予算審査特別委員会委員（◎委員長　○副委員長）
長谷川泰弘、齋藤寛之、村田穣史、高木大輔、石井 昇、稲田敏昭、
宇田みおこ、斎藤明美、◎岡村芳樹、○望月圧子、徳永由美子、松島 梢

市長提出議案 40 件を可決・承認・同意

２月
定例会

予算審査
特別
委員会

２月定例会 議案

要望
① 将来に希望の持てる「持続可能なまち・佐倉」

の実現のため、選択と集中の考え方に基づ
き、限られた財源を有効活用し、第５次佐倉
市総合計画中期基本計画に掲げた各種施策
を着実に進めていただきたい。

② 間近に迫った成田国際空港の機能強化を好
機と捉え、各種成長産業など魅力ある企業
を誘致できるよう庁内関係部署が横断的に
連携し、進めていただきたい。また、機能強
化により利用者の増加や新たな雇用機会の

創出が期待されていることから、幅広い世
代に選ばれるまちとなるよう、さまざまな媒
体を活用した市の魅力発信を行い、知名度
向上に努めていただきたい。

③ 介護人材不足が深刻化する中、さらに介護
を必要とする後期高齢者の増加が見込ま
れている。介護を必要とする方に必要なサー
ビスが提供できるよう引き続き介護人材の
確保に努めていただきたい。

④ 佐倉市が先進的に取り組んでいる気候変動
対策は、温室効果ガス排出抑制に資する「緩

和策」と気象災害による被害等を少しでも軽
減するための「適応策」を両輪に、引き続き国
立環境研究所や農研機構といったさまざまな
関係機関と連携し、取り組んでいただきたい。

⑤ 安全で安定した水道供給のため、水道管の
耐震化や浄水場の設備更新は重要な取り組
みであると認識しているが、一方で資本的支
出の赤字や業務委託費の増加など財政面で
の課題も見受けられる。引き続き水道イン
フラの維持と財政健全化の両立に向けた取
り組みを求めます。

令和７年度各会計の予算額
会計名の丸数字は
議案番号

会計名

会計名

会計名

水道事業収益

資本的収入

下水道事業収益

資本的収入

水道事業費用

資本的支出

下水道事業費用

資本的支出

予算額 前年度比

①一般会計

総合計

⑧水道事業会計
※全て税込み

※全て税込み
⑨下水道事業会計

953 億 1,004 万 5 千円

②国民健康保険 169 億 4,024 万 2 千円

41 億 2,398 万 5 千円

8 億 4,044 万 6 千円

40 億 1,417 万 6 千円

4 億 2,565 万円

43 億 1,135 万 2 千円

23 億 5,915 万 1 千円

40 億 914 万 1 千円

15 億 275 万 6 千円

△   6.0％
589 億 6,200 万円    6.7％

③公共用地取得事業 15 万 4 千円 △   9.4％
④農業集落排水事業 2,093 万 7 千円 △ 29.0％
⑤介護保険 158 億 1,998 万 1 千円    3.5％
⑥災害共済事業 504 万円    0.0％
⑦後期高齢者医療 35 億 6,169 万 1 千円    1.3％

   3.5％

特
別
会
計 歳出

589億
6,200万円

一般会計内訳

市税 (43.2%)
254 億 7,164 万 4千円

繰入金 (5.8%)
34 億 606 万 6千円諸収入ほか (3.5%)

 20 億 7,039 万 2千円

国庫支出金 (17.7%)
 104 億 4,963 万 1 千円

県支出金 (8.6%)
 50 億 9,618 万 5千円

地方交付税 (8.1%)
47 億 7,500 万円

地方消費税交付金 (7.1%)
 41 億 8,200 万円

市債 (3.2%)
 18 億 8,660 万円

地方譲与税ほか (2.8%)
 16 億 2,448 万 2千円

民生費（45.2%）
266 億 6,120 万 4千円

教育費（11.6%）
68 億 3,744 万 9 千円

総務費（11.4%）
67 億 2,775 万 1 千円

土木費（9.1%）
53 億 7,510 万 4 千円

衛生費（8.7%）
51 億 5,630 万円

公債費（5.8%）
34 億 3,323 万 7 千円
 

商工費（0.8%） 4億9,564万5千円

消防費（5.3%）31 億 105 万 6千円 
農林水産業費（1.2%） 6億8,013万2千円

議会費など（0.8%） 
4億9,412万2千円

自
主
財
源

（
5

2
.5

%

）依
存
財
源

（
4

7
.5

%

）

歳入
589億

6,200万円
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代 表 質 問

平
ひらの ゆうこ

野裕子

さくら会

市長の政治姿勢
問　昨今の物価高騰など極めて厳しい状況
が見込まれているが、持続可能な財政運営
の観点から今後の見通し等について伺う。
答　令和７年度当初予算では市税や国、県
の各種交付金等の経常的な収入は増加を見
込むが支出の増加には追い付かず厳しい状
況にある。引き続き創意工夫に努め、選択
と集中により事務事業の見直しに取り組む。
問　必要なサービスの維持、健康・安心・
未来都市の実現に向けた取り組みに期待。
学校のあり方基本方針策定について
問　（仮称）佐倉市におけるこれからの学校
のあり方基本方針の策定に着手した背景と
現時点の検討状況、今後のスケジュールに
ついて伺う。また、人口規模に応じた学校
の統合も検討されているのか伺う。
答　市の教育水準の維持向上と佐倉で育つ
児童生徒の資質能力を一層確実に育成する
ため基本方針の策定に着手した。策定に当
たっては懇話会を設置した他、これからの
学校教育へのニーズ等調査を行った。今後
は、懇話会からの意見やアンケート調査結
果などを踏まえ、来年度末までに基本方針

を策定する予定。異例のスピードで児童生
徒の減少が進み、教育の質の低下につなが
る懸念があるため子供たちがよりよい教育
環境で学び成長できるよう児童生徒数に見
合う望ましい学校規模について検討する。
問　現在・未来の子供たちの学習環境を第
一に考え、保護者や地域住民など広く合意
形成を図りながら進めていただきたい。
上下水道事業について
問　現在の上下水道事業の経営状況と今後
の見通しについて伺う。
答　料金収入等の減少が見込まれる中、物
価高騰や施設の老朽化等に要する事業費の
増により厳しい経営環境であると認識して
いる。今後も人口減少が見込まれ料金収入
も減少傾向が続く一方で、市民の安心、安
全のための施設の維持管理はしっかりと行
う必要があり、その費用は大きくなること
から厳しい経営環境になると考えている。
問　今年度設置された佐倉市水道料金及び
下水道使用料のあり方に関する懇話会から
の提言概要について伺う。
答　水道料金の料金改定はやむを得ない、
下水道料金は当面安定経営が見込まれ、現
時点では改定は見送るべきと提言があった。
問　安心安全な水を当たり前に使い続ける
ためには水道料金の改定が必要になること
も理解できるが、市民生活の影響が大きい
ことから、使用者の理解と同意が得られる
よう積極的な広報と十分な説明を強く望む。

山
やまもと

本英
えいじ

司

自由民主さくら

市長の政治姿勢
問　毎年少しずつ人口が減少している。こ
の原因を市長はどのように分析し、対応し
ているのか。今後の取り組みについて伺う。　
答　自然減の状態が継続、拡大しているこ
とが大きな要因と捉えている。さらに、年
齢別の社会動態を見ると、20 代の転出超
過が顕著となっており、若年層の転出抑制
と子育て世代に対する支援の拡充が、本市
の定住人口の維持増加に資するものと考え
ている。引き続き市内５校の県立学校の高
校生をはじめ、未来の佐倉を担う若者たち
の意見、提案を取り入れたまちづくりに注
力するなど、佐倉市総合計画中期基本計画
の重点施策である地方創生の取り組みを、
バランスよく展開することにより、若い世
代に選ばれるまち、ひいては持続可能なま
ち佐倉を実現していく。
健康寿命延伸
問　健康寿命を延ばすためには、寝たきり
状態につながる可能性もある生活習慣病が
発生するリスクを未然に見つけ、症状が悪
化する前に、早期治療を行うことが非常に
効果的である。後期高齢者の健康診査と人
間ドックの受検者数の見通しを伺う。

一般質問 2 月定例会では、3 月 3 日から 6 日までの 4 日間にわたり一般質問を行いました。

市政に対し、活発な議論が展開されましたので、その一部を掲載します。

代 表 質 問 個 人 質 問

※は持ち時間 60 分、それ以外は 30 分。（　）内は会派名。
通告内容は、質問者が議長に文書で通告した内容のうち、実際に質問した大項目を掲載しています。

平野裕子
(さくら会)※

①市長の政治姿勢／②子育て支援・教育・福祉が充実したまち
づくり ／③にぎわいを生み出すまちづくり／④安心して暮らし
続けることができるまちづくり／⑤当面の課題

山本英司
（自由民主さくら）※

①市長の政治姿勢について／②健康保険について／③佐倉市の
魅力について／④防犯、防災について／⑤道路問題について

鍋田達子
（公明党）※

①予算統括質疑／②災害時の避難所等の環境改善などについて
／③特別支援教育における切れ目のない支援体制の充実につい
て／④地域共生社会の実現に向けた取り組みについて／⑤ぬく
もりのある福祉について／⑥子育て支援の充実について

五十嵐智美
（市民ネットワーク）

①市長の政治姿勢について／②多様性を認め合う男女平等参画
社会について／③介護者の支援について

三井義文
(無会派の会)※

①市行政管理について／②学校教育の本質について／③市の魅
力推進について／④市民の健康維持について

岡村芳樹
(公明党)

①佐倉の魅力を推進する取り組みについて／②窓口における市
民の利便性向上に向けた取り組みについて／③安全・安心な住
みよいまちづくり／④教育問題について

橋岡協美
（自由民主さくら）

①高齢化が進む佐倉市の持続可能な自治会運営について／②川
村記念美術館閉館と佐倉市の文化施策について／③車がなくて
も暮らせる佐倉市について

望月圧子
（さくら会）

①感染症対策について／②「埼玉県八潮市の道路陥没事故」を
受けた対策について／③サラダボウル化していく佐倉市の取り
組みについて／④「佐倉市地域計画」について

押木孝和
（公明党）

①平和と健康増進のまちづくりについて／②持続可能な公共施設
運営と雇用強化について／③安心・安全なまちづくりについて

松島　梢
（市民ネットワーク）

①これからの学校のあり方について／②今後の図書館運営につ
いて／③マイナンバー制度について／④ごみの減量について

伊藤とし子
（市民ネットワーク）

①２０２４改正地方自治法について／②ワクチン問題について
／③市民サービス向上への取り組みについて／④道路安全対策
について

石井　昇
(日本共産党)

①職員採用における国籍要件について／②ミレニアムセンター
佐倉の利用計画について／③市立図書館の在り方について／④
学校給食について／⑤非正規職員の待遇改善について

稲田敏昭
(公開と改革)

①市長の政治姿勢について／②京成佐倉駅北口エレベーター設
置について ／③道路陥没について／④移動サービス（福祉有償
運送）終了について

一 般 質 問 通 告 要 旨

議員名横の二次元コードは各議員の録画映像へリンクしています。ぜひご活用ください。
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答　後期高齢者医療の健診受診者数につい
ては、令和５年度の 6886 人に対し、令
和６年度は 7100 人程度、人間ドックの
助成件数は、令和５年度の 719 件に対し、
令和６年度は 840 件程度を見込んでいる。
ふるさと広場拡張について
問　ふるさと広場が拡張されれば、チュー
リップ祭り、ひまわり、コスモス、花火大
会に引き続き、年間を通しての来客が見込
まれ、輸送需要も十分見込まれる。仮称江
原台駅の受け入れ準備として、駅前広場の
整備と、ホームの用地確保も行われている。
京成電鉄と協議をし、京成江原台駅の建設
の具体化に向け、進める時期が来ている。
市の考えを伺う。　
答　ふるさと広場の魅力増進により、年間
約 47 万人、１日平均約 1300 人の利用者を
見込んでいるが、臼井駅の１日平均乗降客
数が 8000 人弱であることを踏まえると、
新駅設置に係る厳しい状況に大きな変化は
ない。しかし、新駅の設置については、市の
さまざまな施策の推進に資するものと認識
をしており、引き続き協議をしていきたい。
道路問題について
問　神門交差点で、佐倉市街から千葉市に
向かう右折ラインに矢印信号が必要。
答　警察に確認したところ、県道神門八街
線に十分な幅員の右折車線がないため、設
置の条件に合致していない。

鍋
なべた たつこ

田達子

公明党

予算総括質疑
問　令和７年度当初予算の特徴を伺う。
答　福祉や教育・子育て支援等市民生活の
安心安全のための施策、老朽化した生活道
路の整備や公園の園内照明灯のＬＥＤ化等に
も予算を計上。厳しい財政状況であるが、
国や県の各種交付金などを積極的に活用し、
期待の持てる佐倉の実現に全力で取り組む。
問　重点支援地方交付金を活用した取り組
みなど、物価高騰対策について伺う。
答　市民生活と地域産業を守るため、即効
性が高く景気回復の好循環に資するよう確
実な事業実施に向け遅滞なく取り組む。
学校体育館等への空調整備の加速化
問　市の考え方を伺う。
答　来年度末に公表予定の、改定版教育施
設長寿命化計画では、教育施設の老朽化の
実態や従来の手法ですべての学校を維持更
新していく場合のコスト等に加え、今後の
児童生徒数に見合った望ましい学校規模案
のコストも試算する。その際、体育館への
空調整備を想定した経費も試算したい。
問　交付金を活用し計画的に進めてほしい。

医療的ケア児・者の個別避難計画について
問　個別避難計画の進捗状況を伺う。
答　医療的ケア児の避難訓練を行う中で個
別避難計画の様式を完成し、現在計画作成
にかかる段階。障害者相談支援事業所が家
族や自治会等への計画作成支援を円滑に行
えるよう、本年１月に同事業所へ説明会を
実施。その支援体制の整備をさらに進める。
ケアマネジャーの資格更新費用について
問　ケアマネの資格更新費用の助成を伺う。
答　事業所内で同費用の助成を行った場合、
その２分の１を助成する予算を計上した。個
人での申請の助成制度も検討する。
５歳児健診実施について
問　５歳児健診の準備状況を伺う。
答　令和８年度から保健センターを会場と
し、集団健診方式での実施に向け小児科医
や保育担当課と検討を進めている。
産後、誰もが搾乳できる環境整備について
問　安心して搾乳できる場所の確保や周囲
の理解等環境整備が大切。赤ちゃんの駅登
録施設における周知啓発の取り組みを伺う。
答　搾乳での利用も可能であることを表示
する。ＨＰ・ポスター等でも周知し、安心
して外出を楽しめる環境づくりを目指す。
産後ドゥーラの推進について
問　産後の家事育児支援・不安や悩みの傾
聴など新たな子育て支援となる子育て世帯
訪問支援事業に、産後ドゥーラ等必要なサー
ビスを担う人材の活用推進について伺う。
答　新たな人材活用として参考に研究する。

五
いがらし ともみ

十嵐智美

市民ネットワーク

所信表明について
問　令和７年度予算は物価高騰や人件費増
等で経常的経費が前年比 30 億円増。令和
８年度は年収の壁見直しによる税収減等で
さらに厳しい財政運営が想定されるが来年
度もふるさと広場拡張整備事業等の土地購
入に多額の税金を投入。市政運営の見解は。
答　事務事業の見直しや公共施設の在り方
検討による経費削減、企業誘致等による自
主財源を確保する取り組みを加速させる。
下水道の安全管理について
問　八潮市で下水道管破損による道路陥没
事故が起きた。羽鳥付近で県管理の印旛沼
流域下水道の管路に緊急度１の管ズレの発
生が判明。この下水道は市内に 34㎞埋設さ
れており今回のような事態がどこで起きる
か分からない。被害を受けるのは大半が市
民。県との素早い連携体制が必要。どうか。
答　県との緊急時の連携体制は整っている。
学校体育館の空調整備など災害対応
問　避難所となる体育館の空調整備は喫緊

の課題。国は今年度の補正予算で空調整備
の加速化に向け断熱工事などにも使える整
備臨時交付金を新設。どう検討したか。
答　改定後の教育施設長寿命化計画で示す
配置の最適化等の案を踏まえ実施する予定。
問　改定案が示された後、着手するまでど
れぐらいの期間を考えているのか。
答　改定案は令和７年度中の策定予定であ
り、その先について答えられる状況にない。
問　早急に進めるよう要望する。
男女混合名簿の取り組みについて
問　性別で分けることなく50音順等になっ
ている混合名簿はジェンダー平等や性的マ
イノリティーの人たちへの配慮といった観
点から導入が進んでいる。市の小学校は混
合名簿だが、中学校は男女別名簿。小学校
での導入で「子どもたちに男子が先という
固定観念がなくなってきている」との結果
がある。人権教育と捉え導入を進めるべき。
答　効果等を各学校に周知していきたい。

稲
いなだ としあき

田敏昭

公開と改革

市長への手紙・市民の声について
問　過去３年間の市民の声の件数、また市
長の面会はあったか。
答　市民の皆さまの意見、要望等はさまざ
まな手段で届いている。総数では、令和３
年度 1393 件、令和４年度 958 件、令和
５年度 742 件である。基本、市長との面
会はお断りしているが、事業内容を踏まえ、
責任ある立場の職員が対応している。
問　苦情や要望で特徴的なものは何か。
答　道路や公園緑地関連、そして子育て支
援や福祉関連が上位を占めている。
京成佐倉駅北口エレベーター設置について
問　佐倉商工会議所会館のエレベーターは、
地区内における商工業の総合的な改善発達
を図り、兼ねて社会一般の福祉の増進に資
することを目的とし、来所者の物理的な障
壁を取り除く施設になる事業効果を上げ、
２分の１の補助で設置された。不特定多数
の利用者がいる京成佐倉駅北口エレベー
ターの必要性についてどう考えているか。
答　ミレニアムセンター佐倉のエレベー
ター活用が一定の成果を上げている。しか
し、この代替措置で終わりとは考えておらず、
引き続き京成電鉄と協議を進めていくとと
もに駅周辺エリアのさらなる活性化を目指
し、バリアフリーの環境整備を含む魅力的
なまちづくりを検討する時期に来ている。
移動サービス（福祉有償運送）について
問　移動サービス事業の終了の際、ドライ
バーからはどのような声があったか。
答　利用者への後利用の心配や人材の活

用 語

解 説
※【産後ドゥーラ】　産前産後の母親に寄り添い、家事や育児、心身のケアを専門的にサポートする人
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用、財源の確保に対する厳しい意見もあった。
問　今後、佐倉市は福祉有償運送事業をど
のように進めていくのか、方向性を伺う。
答　移動手段の確保は、高齢者等が住み慣
れた地域で安心して暮らし続ける上で重要
な支援の一つである。公共交通を所管する
都市部とも連携の上、新たな事業者の確保
や地域の互助による移動サービスなど検討
する。

三
みつい よしふみ

井義文

無会派の会

市行政管理について
問　行政の情報を管理する環境（ガバメン
トクラウド）の提供事業者として、米国企
業のアマゾンウェブサービス社を主に展開
しているが、デジタル主権の観点から、日
本企業を選択すべきではないか。
答　クラウドサービス提供者の変更削除
は、今後、国から公開される情報を注視し、
変更の影響度合いをみて慎重に検討する。
問　銀行の貸金庫の不祥事が続いているが、
市の銀行口座の監査、現金債権や保有口座
の管理とマニュアル化はどうなっているか。
答　市では取引ごとに財務会計システムに
登録管理し、監査委員の検査を行っている。
マニュアルはないが適正性は確保している。
学校教育の本質について
問　佐倉藩士西村茂樹は、人としての道を
学ぶ事を教育の本学としていたが、佐倉学
にも取り入れ展開していってはどうか。
答　市の先覚者の生き方、業績等の学習に
より、自己の生き方を考える機会がある。
問　増加する市内の不登校児童生徒がフ
リースクール等に通学するための経済的な
助成など支援の選択肢を広げてはどうか。
答　放課後登校への対応や校内教育支援セ
ンターヘの相談員の配置等をしている。支
援の幅や選択肢を増やせるよう努める。
問　有機野菜の学校給食導入実施に向けて、
教育委員会と農政課の連携について伺う。
答　機会を捉えて協議している。昨年は学
校栄養士と生産者との意見交換会を行った。
また、生産者が希望する納入可能農産物の
情報を農政課で整理し学校に提供した。
市の魅力推進について
問　市内に点在する歴史ある石碑、道標、
神社仏閣を有効活用するため、それぞれに
説明看板を設置し、魅力発信してはどうか。
答　市の歴史文化の理解増進のため、史跡
散策コース上の文化財も含め、地域の協力
も得ながら計画的に作業を進めていきたい。
問　在留外国人増加を踏まえ、市の魅力を
損なわないよう市民と外国人との不調和を
解消するため対応窓口を設置してはどうか。

答　専用窓口は設置していないが、相談内
容に応じ各所属で対応。必要に応じ広報課
の職員が通訳として対応している。
市民の健康維持について
問　コロナワクチンの安全性が明確になっ
ていない中、できるだけ接種に慎重であっ
てほしいが、定期接種の状況はどうか。
答　１月末での接種率は 26.4％である。
問　コロナワクチン後遺症の講演会を開催
し、市民に最新の情報を提供してほしい。
答　テーマについては医師会等と協議する。

個 人 質 問

岡
おかむら よしき

村芳樹

公明党

勝田台第 4号踏切の安全対策について
問　志津地区議員団は昨年 5 月、勝田台
第４号踏切を通る市道の通学時間帯の車両
通行止めを提案した。市長は 6 月議会で、
規制には地域住民の同意が必要で地元議員
の協力を求めると答弁。これを受け交通規
制沿線の住民や隣接する自治会の同意取得
に取り組んだ。11 月議会で市長は同意書
を警察に提出後、規制要件が整ってきてい
る旨答弁した。現在の進捗状況を伺う。
答　佐倉警察署長から、通学時間帯の交通
規制が決定したと報告を受けた。午前 7 時
から 8 時、自転車を除く車両通行止めとな
る。標識の設置が必要となるため、時期は
明確ではないが早期実施に向け準備中との
こと。志津地区議員団をはじめ議員の皆さま
近隣自治会を含む全ての関係者に感謝する。
問　志津地区全体の問題として、勝田台第
4 号踏切の通学時間帯の車両通行止めを提
案した志津地区議員団として、実現に向け
た進展に安心した。早期実施を願うととも
に、千葉県警察本部・佐倉警察署長や市長
をはじめ関係者の皆さまに感謝する。
主要幹線道路の空洞調査について
問　昨年 11月議会で幹線道路の空洞調査を
質問した。本年 1月 28 日、埼玉県八潮市で
大規模な陥没事故が発生し深刻な事態と
なった。道路陥没は人命に関わる重大事故に
つながるだけでなく災害時の支援活動にも
支障を来す恐れがある。この事故を踏まえ、
主要幹線道路の調査を効率的・効果的に実
施する重要性が証明された。今後の安全安
心なまちづくりに生かすよう強く要望する。

橋
はしおか きょうみ

岡協美

自由民主さくら

担い手不足の自治会運営について

問　役員は担当する各戸が自治会員か否
か、新年度は自治会に加入するかを確認し
てから自治会費を徴収する自治会や、自治
会未会員から道路愛護組合費の継続徴収す
ることの困難さ、街路灯が市に移管された
ことを理由に自治会費が未払いになるなど
自治会役員の負担が大きくなっている。自
治会運営に対する市の支援を伺う。
答　地域と行政とのパイプ役を担っている
自治会の皆さまが、持続可能な運営を行う
ことができるよう、地域の現状を的確に把
握し、時代に即した必要な支援に努めていく。
ＤＩＣ川村記念美術館の移転について
問　川村記念美術館の移転を単なる損失と
して終わらせるのではなく、地域の文化資
源の活用や魅力の推進、市民参加の視点を
含めた建設的な議論を引き出すために、今
後市はどのように対応していくのか伺う。
答　運動施設や公園などの公共公益に資す
る施設の継続的な市民開放について求め、
美術館の代替となる施設や機能について、
地域住民等の意向を伺いながら、関係各位
と連携し取り組む。
問　文化施設の入館料にキャッシュレス決
済を導入して魅力推進を求めるがいかがか。
答　諸条件が整い次第、導入を進める。
佐倉市地域公共交通計画について
問　運転しない市民の移動手段確保を伺
う。
答　買物や病院への移動は確保すべき交通
軸と考える。南部地域における通勤通学の
需要への対応にも留意する。   

望
もちづき あつこ

月圧子

さくら会

感染症対策について
問　世界で起こっている感染症の流行は、
日本でも起こる可能性があると思うが、市
ではどのような対策を講じていくのか伺う。
答　市民の生命と健康を守るため、平時よ
り国や県、保健所、医師会、市内医療機関
等と連携体制を構築し、有事に備えていく。
問　世界 59 カ国では、女性だけでなく男
性もＨＰＶワクチンを接種する対象になっ
ているが、市でも導入してほしいがどうか。
答　国の動向を注視するとともに、他自治
体での取り組み状況を研究していく。
問　男性がＨＰＶワクチンを接種すること
で、自らのＨＰＶへの感染の予防に加え、
女性の子宮頸がんの予防も期待できるので
是非検討を要望する。
サラダボウル化していく佐倉市の取り組み
について
問　日本は自然災害が多い国だが、災害時
の外国籍市民への対策について伺う。

2月定例会
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答　日本語の理解が十分でない避難者に対
しては、一人一人に合った方法で情報を伝
達し、避難生活での困り事、トラブル防止
等の避難生活の支援に努めていく。
「佐倉市地域計画」について
問　農業に必要な資格取得の支援について
検討していただきたいが、見解を伺う。
答　わな猟免許取得に係る経費の２分の１、
有機ＪＡＳの資格取得を助成。栽培技術向
上のため専門家による研修も実施している。
問　農業技術の研さんとともに、海外農業
研修等で最先端・循環型農業等を学び、将
来を担う人材育成にも努めていただきたい。

押
おしき たかより

木孝和

公明党

戦後 80 年、佐倉市「平和都市宣言」30
周年の取り組みについて
問　佐倉市として、これまで 30 年間の取
り組みの成果や今後の方針、広島市が貸し
出しを行っているＶＲを活用した「原爆平
和展」等の開催について市長の考えを伺う。
答　市民と共に恒久平和の実現に向けた事
業を展開してきた。具体には、被災地へ中
学生を派遣する佐倉平和使節団事業や小学
校での戦争体験の講話や映画の上映、市民
主体による平和啓発イベントの共催の他、
原爆パネル展や茨城県阿見町の予科練平和
祈念館の観覧料補助事業の開始など新たな
事業にも取り組んでいる。参加された多く
の方に戦争の悲惨さと平和の尊さを考える
機会を提供できたと考える。提案の広島市
のＶＲを活用した啓発は、来年度以降の平
和啓発事業に活用を検討するよう指示した。
帯状疱疹ワクチンの定期接種化に伴う市の
対応について
問　４月から帯状疱疹ワクチンの定期接種
制度が始まるが、経過措置の具体的な内容
や対象者、自己負担額について伺う。
答　対象者は、原則 65 歳の方と 60 歳以
上 65 歳未満の方でヒト免疫不全ウイルス
による免疫機能障害の方。令和７年度から
11 年度まで経過措置として、各年度内に
65 歳から 100 歳までの 5 歳刻みの年齢に
なる方と７年度に限り 100 歳以上の方全
員が対象となる。自己負担額は、不活性化
ワクチンが１回あたり１万円、生ワクチン
が１回あたり４千円。市独自の一部助成制
度は、令和７年度の１年間に限り継続する。

松
まつしま こずえ

島 梢

市民ネットワーク

これからの学校のあり方について

問　少子化や老朽化に伴い学校の統廃合は
進んでいる。市民を無視した一方的なやり
方で強引に進め、問題になっている自治体
も多くある。学校がなくなることは、地域と
の連携や関わり、コミュニティーがなくなり
災害時の避難所や拠点がなくなる。通学に
時間がかかり、子どもたちの負担になる。
子育て世帯がいなくなり、さらに高齢化が
進み衰退につながる。統廃合を進めること
は非常に難しいと考えるが、市の見解は。
答　児童生徒、保護者、教員、地域の方々
と丁寧な合意形成を図りながら進める。
問　基本方針策定後の地域との意見交換会
開催についてはどのようになるのか。
答　内容を踏まえ、計画的に進めていく。
図書館の指定管理者制度導入について
問　佐倉市の図書館館長３人が指定管理者
制度を導入している他自治体３市の図書館
を視察。視察報告書には、指定管理者制度
を導入してもコスト削減にはならない、か
えって手間が多くなるとあり、やはり図書
館に指定管理者制度の導入は必要ないこと
がよく分かった。市の見解は。
答　メリット、デメリットを総合的に把握
しながら、最適な管理方法を検討する。
ごみの減量について
問　市の施策や取り組みで４Ｒの推進を挙
げている。この中で最もごみを減らせる方
法はリフューズであり、最初からごみにな
るものは使わない工夫をすること。市民意
識の醸成をどのようにしていくのか。
答　４Ｒをバランスよく推進していく。

伊
いとう としこ

藤とし子

市民ネットワーク

新型コロナワクチン副反応被害について
問　佐倉市における年代別健康被害件数は。
答　10 代１件、20 代２件、50 代４件、
60 代７件、70 代以上３件の計 17 件。
問　死亡報告頻度の高いロット番号３種
の、佐倉市における接種人数はどうか。
答　約 6300 人が接種している。
問　コロナワクチン後遺症患者の会による
と 120 の症状があり、一人当たり平均 24
の症状が複合的に出ている。持続期間は５
か月から１年以上が 90％。診断名はうつ
病、自律神経失調症など心の病、慢性疲労
症候群、自己免疫疾患も多い。生後６か月
から 17 歳の接種状況はどうか。
答　延べ３万 4589 回接種している。
問　学校を長期欠席している児童生徒の中
でワクチン後遺症もいるのではないか。
答　ワクチン接種の有無は把握していない。
問　後遺症患者の会のアンケートでは９割
が学校を休学、退学して進学を諦めるなど

の影響があった。学校の合理的配慮を受け
られない、教師の無理解なども報告され、
本人も知らずに悩んでいる可能性がある。
道路の安全対策について
問　歩道の狭い国道２９６号のバス停で降
車後、車道を歩かざるを得ない歩行者の安
全対策として、危険なバス停の調査を行い、
改善を図る必要があるのではないか。
答　国交省、バス事業者が主体となって、
安全点検や優先度判定が実施されている。
問　狭い歩道を歩行中に、当て逃げ被害も
発生している。市から事業者にバス停の安
全対策を要望すべきである。

石
いしい のぼる

井 昇

日本共産党

職員採用の国籍要件
問　職員採用に際し、国籍要件を必要とす
るのはなぜか。県や周辺自治体と足並みを
そろえる様子だが、市独自で決められる問
題だ。戦後 80 年経っても、いまだに差別が
あり公務員採用で行われていることが、民
間企業にも波及している。特別永住権を持
ち遜色なく暮らしており、能力と資質があれ
ば国籍は関係ないと考えるがどうか。
答　国より、公権力の行使または地方公共
団体の意思の形成への参画に携わる者につ
いては外国人の任用はできないと解する。
問　公権力の行使や意思の形成への参画に
携わることを避ける条件で国籍要件を外し
ている市町村もあるが、検討されたか。
答　外国人の任用ができない職が広範にわ
たるため人事的な対応が難しい。
問　特別在留許可を持っている方々は、日
本社会の中に溶け込んで何ら問題なく暮ら
している方々だ。そういう方が、公権力の
行使に加わったり、市の企画運営に加わっ
たりすることは、全く問題ないと考える。
市立図書館の在り方
問　佐倉市立図書館アクションプランに

「専門職である司書は全員が 50 代であり、
選書、除籍、レファレンス等の司書業務の
ノウハウが断絶し、将来の図書館運営に支
障を来す可能性があります」とあるが、ど
のような人事政策を持っているか。
答　事務職員の中には、司書資格を有する
職員も多数おり、当面はそういった職員を
配置することによって、図書館サービスを
継続していきたい。

詳細については、市役所１号館２階市政資料室・市内各図書館にて会議録（５月下旬発行予定）の閲覧、
または、佐倉市議会ホームページの会議録検索システム（５月下旬配信予定）からご覧いただけます。

スマートフォン用アプリ『マチイロ』で、
佐倉市議会だよりをご覧いただけます。
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市　長　提　出　議　案　　　※白抜き数字は諮問番号
1 令和７年度佐倉市一般会計予算 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 欠 × × × × ×
2 令和７年度佐倉市国民健康保険特別会計予算 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 欠 ○ × ○ ○ ○
3 令和７年度佐倉市公共用地取得事業特別会計予算 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
4 令和７年度佐倉市農業集落排水事業特別会計予算 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
5 令和７年度佐倉市介護保険特別会計予算 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
6 令和７年度佐倉市災害共済事業特別会計予算 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
7 令和７年度佐倉市後期高齢者医療特別会計予算 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
8 令和７年度佐倉市水道事業会計予算 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
9 令和７年度佐倉市下水道事業会計予算 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
10 令和６年度佐倉市一般会計補正予算 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 欠 ○ × ○ ○ ○
11 令和６年度佐倉市国民健康保険特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
12 令和６年度佐倉市公共用地取得事業特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
13 令和６年度佐倉市農業集落排水事業特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
14 令和６年度佐倉市介護保険特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
15 令和６年度佐倉市災害共済事業特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
16 佐倉市個人情報の保護に関する法律施行条例等の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

17 佐倉市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個
人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 欠 ○ × ○ ○ ○

18 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
19 一般職職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
20 佐倉市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

21 佐倉市コミュニティセンター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ × ○ ○ ○

22 佐倉市立学童保育所設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

23 佐倉市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例の制定について 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 欠 ○ × ○ ○ ○

24 佐倉市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 欠 ○ × ○ ○ ○

25 佐倉市飯野台観光振興施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の一部を
改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

26 佐倉市中小企業資金融資条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

27 佐倉市文化振興のための基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

28 佐倉市歴史的建築物の保存及び活用に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
29 佐倉市開発行為等の規制に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
30 佐倉市道路線の認定について（宮ノ台五丁目地先の１路線を佐倉市道として認定するもの） 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
31 佐倉市道路線の変更について(中志津七丁目地先から井野地先までの１路線の終点を変更するもの） 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
32 財産の取得について（小中学校で使用する教師用教科書、指導書及びデジタル教科書の購入） 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
33 財産の取得について（小中学校で使用する教師用教科書、指導書及びデジタル教科書の購入） 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
34 財産の取得について（学校給食で使用する米の購入） 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
35 財産の取得について（佐倉市道（飯野Ⅱ－３１号線）の用地として飯野地先の土地の購入） 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 欠 ○ × ○ ○ ○

36 固定資産評価審査委員会委員の選任について（工藤　貴弘（くどう・たかひろ）氏を再度選任する
もの） 同 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

37 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度佐倉市一般会計補正予算） 承 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
38 副市長の選任について（角田　一洋（かくだ・かずひろ）氏を選任するもの） 同 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
39 固定資産評価員の選任について(角田　一洋（かくだ・かずひろ）氏を選任するもの） 同 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
1 人権擁護委員候補者の推薦について（浅野　宏美（あさの・ひろみ）氏） 同 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

請　願
11 選択的夫婦別姓制度の導入に反対する等の意見書の提出を求める請願 不 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × 欠 × × ○ × ○

陳　情
13「学校給食の無償化」を求める意見書提出についての陳情 不 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × ○ ○

14 選択的夫婦別姓制度をただちに導入するための国会審議を求める意見書の提出につい
ての陳情 不 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ × ○ ×

議　員　提　出　議　案　　　※数字は発議案番号
1 佐倉市議会個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
2 選択的夫婦別姓制度の法制化に向けた議論の促進を求める意見書 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ × ○ ×
3 性犯罪の再犯防止の取組への支援の強化を求める意見書 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
4 若者の政治参加を促進する抜本的改革を求める意見書 可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × × ×
5 災害時応援協定締結事業者との継続的な会合・訓練の実施に関する決議 否 棄 × × 議 棄 × 棄 × 棄 棄 棄 × × 棄 × 棄 棄 × 棄 棄 棄 ○ 欠 ○ ○ × × ○
6 災害時協力井戸・農地の契約促進に関する決議 否 棄 × × 議 棄 × 棄 × 棄 棄 棄 × × 棄 × 棄 棄 × 棄 棄 棄 ○ 欠 ○ ○ × × ○
7 避難所運営委員会の設立と同委員会での継続的な避難訓練の実施促進に関する決議 否 棄 × × 議 棄 × 棄 × 棄 棄 棄 × × 棄 × 棄 棄 × 棄 棄 棄 ○ 欠 ○ ○ × × ○

8 応急仮設住宅建設予定地の指定に関する期日目標の設定と防災トイレ設置の促進に関
する決議 否 棄 × × 議 棄 × 棄 × 棄 棄 棄 × × 棄 × 棄 棄 × 棄 棄 棄 ○ 欠 ○ ○ × × ○

9 子どもの権利救済機関の設置を求める意見書 否 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
10 訪問介護の基本報酬をはじめとした介護報酬の引上げを求める意見書 否 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

11 原発事故後の除染で生じた「除去土壌」を「復興再生利用」するための省令改正の撤
回を求める意見書 否 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ × ○ ○

12 能動的サイバー防御法案の廃案を求める意見書 否 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ × × ×
13 ２０２５年度「防衛予算」の大幅減額を求める意見書 否 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ × × ×

議案賛否一覧 議決結果欄　可：可決／否：否決／承：承認／同：同意／不：不採択／〇：賛成／×：反対／議：議長／棄：棄権／欠：欠席
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議案に対する会派等の意見

さくら会

議案第１号　令和７年度佐倉市一般会計予
算に賛成　さくら会では社会保障関係費が
増加傾向にあること、物価高騰や労務単価
の上昇などの影響により歳出圧力が高まる
中でも、基礎自治体としての基本的な役割
である市民が安心して暮らせるための十分
な行政サービスが確保されているのか、ま
た「持続可能なまち・佐倉」の実現に向け、
将来を見据えた予算案であるかといった観
点で審査を行った。厳しい財政状況を踏ま
え、国庫補助金や交付税措置のある地方債
の積極的な活用などにより財源を確保し、
持続可能な財政運営に努めたものと考え
る。歳出予算は、地域防災計画の見直しや
田んぼダム普及事業などの災害対策や気候
変動対策の他、高齢者福祉や子育て支援、
道路等のインフラ整備など、市民生活に必
要な行政サービスの水準は確実に担保され
ていると判断した。さらに若い世代への投
資として、幼保小架け橋プログラムの推進
や市内全中学校への校内教育支援センター
の設置など、将来に希望の持てる予算案と
して計上されていることを高く評価する。
事業の実施に当たり２点要望を申し添える。
１点目、将来のまちの担い手である子ども
たちの成長に資する取り組みを積極的に行
うとともに、少子化の要因が複雑化する中
で一元的かつ組織横断的に対応し、しっか
りと成果につなげることを期待する。２点
目、地域防災計画の見直しは今後実施予定
の防災アセスメント調査でしっかりと把握
し、大規模自然災害に備えた、自助・共助・
公助による総合的な防災対策を位置付ける
など、全ての市民が安心して暮らせる災害
に強いまちを目指していただきたい。
発議案第５号から８号は決議として不相応
決議とは議会の意思を対外的に示すもので
自治体の公益に資する広範な事柄が対象で
あることは承知している。当該発議案の内
容に公益性は認めるが、すでに取り組まれ
ていること、多くの議員が一般質問を行い、
市の考えや取り組みが表明されていること
を踏まえると決議としては不相応と判断し
た。会議を成立させるため、やむを得ず最
低限の所属議員が出席し反対とみなされた。

自由民主さくら

市税総額は昨年度比約８億円の増ながら、
経常的経費は 30 億円の増、臨時財政対策
債が廃止され、今後財源不足も深刻化し、
財政調整基金の取り崩しによる急激な財調
の減少も懸念する。企業誘致による固定資

産税の確保は自治体にとって重要な歳入と
なるため、危機感を持って取り組んでほしい。
成田空港の拡張における住環境の受け皿整
備も、県の特定区域に指定されれば規制緩
和も現実味を帯びてくる。可能性にしっかり
と結果が出せるよう、人口減少・少子化対
策にも取り組まれたい。西志津ふれあいセ
ンター大規模改修設計業務委託は、指定管
理期間が令和 11 年度までであるのに対し、
指定期間中に１年以上の休館を強いられる
状況になる。指定管理者と十分に協議を行
い、できる限り不利益がない対応を求める。
おじいちゃん・おばあちゃんありがとう事
業は、過去の大幅な予算削減やコロナ禍を
もってしてもなお、対面開催を復活される
地区社協は、そこにやりがいを感じている
方もいるのではないか。地区社協の高齢化
とともに予算の不足も現状の課題であり、
基礎額の上乗せを行うなど、それぞれの地
区の現状を踏まえ、今後の対応を求める。 

公明党

当初予算案は、物価高騰や労務単価の上昇、
社会保障関係費の増加という厳しい財政環
境の中で、市民の利便性向上と持続可能な
財政運営の両立を目指し、「市民生活を守
り、未来の投資を確実に行う」との視点で
編成され、子育て支援・教育環境の充実、
高齢者福祉の強化、地域経済の活性化など、
未来への投資につながる施策が盛り込まれ
ており期待して賛成する。
公共施設再配置方針に関しては、パブリッ
クコメント後も、寄せられる市民意見や要
望にも真摯に向き合い、市の将来都市像「笑
顔輝き　佐倉 咲く みんなで創ろう 『健康・
安心・未来都市』」を踏まえ、市民に寄り添っ
た温かく誠実な対応を求める。
今後の市政運営は、より一層の透明性と効
率性を追求し、「市民が安心して暮らせる
持続可能な市の実現」に向けて、行政と市
民の連携を強化して、実効性のある施策の
推進に努めていただきたい。

市民ネットワーク

令和７年度予算に反対。物価高騰、人件費
等の増加で、経常経費が前年度比 30 億円
増。今後も続くことが予想されるが、市道
飯野Ⅱ－３１号線、ふるさと広場拡張整備
事業、里山公園土地購入に多額の予算を計
上。公立保育園２園の給食業務委託は、食
材やメニューにこだわった給食の提供やア
レルギー食への対応がおろそかになる可能
性がある。霞ヶ浦導水事業は完成後の受水
施設整備に 30 億円かかり、給水人口や水
需要減少の中、水道料金を大きく押し上げ

る要因になるため、撤退すべき。共通番号
( マイナンバー ) 制度は、保険証と一体化
するマイナ保険証の利用も開始され、情報
の集約化が進み、情報漏洩が危惧される。  

日本共産党

議案第１号令和７年度佐倉市一般会計予算
に反対。個人番号制度推進の予算が含まれ
ていること。不安定労働者をつくりだす、
業務委託、指定管理者制度、会計年度制度
などが多く含まれていること。水道料金値
上げにつながる霞ヶ浦導水事業に参画する
水資源確保事業があること。そして、財政
状況が厳しい中、不急な事業、佐倉里山自
然公園、ふるさと広場拡張整備、ふるさと
広場水上デッキ整備があることが主な理由。  

公開と改革

令和７年度予算に反対。佐倉市の高齢者人
口は 34％を超えており、また長引く景気
低迷や貧富格差の広がりもあり、佐倉市で
は福祉政策がすでに追い付いていない。ま
た、教育や子育て支援、防犯・防災対策、
生活道路等の補修等、重要度の高い予算の
十分な拡充はせず、里山自然公園の民有地
買収や市職員向け持ち家手当等、優先順位
が低い複数の事業に合計数億円の予算をつ
けている。佐倉市に、そのような余裕はない。    

無会派の会

市民目線の行財政改革を求めて令和７年度
予算に反対　住民サービス維持向上のため
の予算を求めて、事業の取捨選択、優先順
位から「特別職等公用車運行管理業務委託
令和７年度～令和 10 年度 2393 万 1千円」
は、看過できない。使用頻度の低い議長車に
年約 600 万円、月約 50 万円もの多額の税
金を投入する必要はない。民間では運転手付
き黒塗り専用車はほぼ廃止だ。本当に必要な
らばタクシー、ハイヤーを利用すればよい。

会派に属さない議員

議席 1番
議案第１号令和７年度佐倉市一般会計予算
に反対。新規施策や効果が期待できる施策
の予算が計上されている一方、施策の目的
や効果が不明確と考えられる予算が計上さ
れており、成果指標の再考が必要と考える。

※議席番号と議員名の確認は６ページの議案賛否一覧をご覧ください。

佐倉市議会のホームページ
もご覧ください。

佐倉市議会
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区分
コンビニ交付 窓口交付

（改正なし）R7.4.1 ～ ～ R7.3.31
租税公課証明手数料 200円 300円 350円
戸籍の附票の写し手数料 250円 350円 400円
印鑑登録証明書手数料 250円 350円 400円
住民票の写し手数料 250円 350円 400円

【住民票の写し手数料等の額】

証明書等のコンビニ交付の利用を促進す
るため、住民票の写し手数料等の額の引
き下げを含む条例を可決しました。
これにより、マイナンバーカードを所有
している方が、コンビニ等へ行って、マ
ルチコピー機を使って左記の証明書を取
得すると、市役所や出張書等の窓口で取
得するより、150 円安く取得できます。

委員会報告 ※議案は市長提出議案　◎委員長　◯副委員長　　
審査結果欄　議：議案／請：請願／陳：陳情／可：可決／承：承認／不：不採択

開催日：令和 7 年 3 月 10 日　場所：第三委員会室
委員：◎平野裕子／◯押木孝和／髙橋とみお／木崎俊行／山本英司／敷根文裕／櫻井道明

議10 議11 議12 議15 議16 議17 議18

可 可 可 可 可 可 可

議19 議20 議21 議37 請11 陳14

可 可 可 承 不 不

議10 議28 議29 議30 議31

可 可 可 可 可

議35

可

議10 議14 議22 議23 議24

可 可 可 可 可

議32 議33 議34 議37 陳13

可 可 可 承 不

議10 議13 議25 議26 議27

可 可 可 可 可

審査結果 付帯意見

付帯意見

付帯意見

総務常任委員会

証明書等のコンビニ交付に係る手数料
の額の引き下げは、利便性向上と窓口
の混雑緩和につながることから継続し
た実施を検討いただくとともに、コン
ビニ交付サービスの周知に努め、さら

小・中学校施設改築・改造事業につい
ては、子どもたちの安心・安全な教育
環境の確保のため、また災害時の避難
場所としてより安全に使用できるよ
う、引き続き老朽化した施設の計画的
な改修に努めていただきたい。
学校給食に関する施策については、給

佐倉市開発行為等の規制に関する条例
の一部改正は、佐倉市都市マスタープ
ランに位置付けられた産業拠点の形成
を図るため、市街化調整区域に係る新
たな開発許可基準を追加するものであ
る。この改正を行うことで、企業誘致

なる利用促進につなげていただきた
い。

食食材の公費調達などの給食費支援を
継続するとともに、今後も国の動向等
も見定めながら、物価高騰対策や少子
化対策など、他のさまざまな施策を含
めて総合的に判断し、効果的な事業の
検討に努めていただきたい。

を促進し、ひいては佐倉市の産業の活
性化に資する取り組みであることから
高く評価するが、その区域の指定につ
いては地域住民への説明をしっかり
行っていただきたい。

開催日：令和 7 年 3 月 11 日　場所：第三委員会室
委員：◎村田穣史／◯齋藤寛之／三井義文／徳永由美子／望月圧子／伊藤とし子／岡村芳樹

審査結果

文教福祉常任委員会

審査結果

経済環境常任委員会

開催日：令和 7 年 3 月 13 日　場所：第三委員会室
委員：◎斎藤明美／〇石井秀明／石井 昇／長谷川泰弘／宇田みおこ／密本成章／松島 梢

議会運営委員会 ５月27日（火）
招集日 ６月２日（月） 午後１時から
一般質問 ６月９日（月）～12日（木）
常任委員会 ６月16日（月）～19日（木）
最終日 ６月23日（月） 午後１時から

陳情・請願の提出期限
陳情提出期限 ５月20日（火） 午後５時
請願提出期限 ５月26日（月） 午後５時

定例会の予定は変更になることがあります。
詳細は議会事務局までお問合わせください。

議会事務局
TEL.043-484-6254

本会議（招集日・一般質問・最終日）の映像について
開催時間中はインターネットでライブ中継。翌日、午後５時30分から
ＣＡＴＶ放映。おおむね７日後以降は録画中継を配信（予定）

審査結果

建設常任委員会

災害等により委員が委員会開会場所に参集
が困難な場合オンラインによる方法で出席
できるようになった。開かれた議会のため、
その仕組みを活用し平常時でも委員会中継
を配信できるよう検討する時期にきている。
 （広報公聴委員　五十嵐　智美）
障害のある人もない人も全ての人々がお互
いに支え合う「心のバリアフリー」の実現。
必要な人に必要な支援を届けることができ
る環境の整備が重要であると考えます。身
近な市議会へと努めてまいります。
 （広報公聴委員　斎藤　明美）

6月定例会の予定

平野委員長

村田委員長

高木委員長

斎藤委員長

お子さま連れ
で議会傍聴へ

議案を 佐倉市手数料条例の
一部を改正する条例の制定について

議案第 20 号

対象児

利用日

利用料

申込期限

利用方法

生後 6 か月以上で就学前のお子さま

無料

各定例会の招集日午後 5 時まで

本会議の一般質問のみ
※傍聴者おひとりにつき 1 日 2 時間まで

佐倉市議会事務局までお電話ください
【議会事務局】TEL.043-484-6254

開催日：令和 7 年 3 月 12 日　場所：第三委員会室
委員：◎高木大輔／◯鍋田達子／三谷英継／稲田敏昭／橋岡協美／五十嵐智美／爲田 浩

2月定例会 2025（令和７年）/05/01　No.116

8




